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平成 30 年９月 13 日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 石 井 表 記 
代表者名 代表取締役 石 井  峯 夫 
（コード番号 ６３３６ 東証第２部）

問合せ先
常務取締役 
管理本部長 渡 邊  伸 樹 

（ＴＥＬ ０８４－９６０－１２４７）

 

 

配当予想の修正（復配）に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当期の年間配当金の予想について、下記のとおり修正する

ことを決議しましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．配当予想修正の理由 

当社は、安定経営の根幹を成す株主様からの支援に報いるため、株主様への利益配分を安定かつ

継続的に実施することを重要な経営課題の一つとして考えており、利益水準や将来の事業展開、配

当性向などを総合的に判断して、適切な利益配分を行うことを基本政策と考えておりますが、平成

24 年１月期において、太陽電池ウェーハ事業の大幅な縮小に伴う多額の損失の計上に伴い債務超過

となったことなどから、配当につきましては、誠に遺憾ながら平成 23 年１月期以降は無配を継続し

ておりました。 

しかしながら、その後当社は、不採算事業の見直し・改善、希望退職者の募集などの組織再編と

固定費の削減、保有財産の売却など、事業の黒字化を図り、業績につきましては、平成 27 年１月期

以降、営業利益、経常利益、当期純利益の全てにおいて黒字化を達成し、自己資本を増加させてま

いりました。加えて、平成 30 年４月 25 日開催の第 45 期定時株主総会にて、剰余金の処分（その他

資本剰余金、別途積立金から繰越利益剰余金への振替）のご承認を頂き、復配できる体制が整った

こと、および今後の事業展開や内部留保等を総合的に勘案した結果、１株当たり５円の中間配当を

実施する方針といたしました。加えて、期末配当も同額の１株当たり５円とさせていただきたいと

存じます。 

なお、期末配当につきましては、平成 31 年４月開催予定の第 46 期定時株主総会に剰余金の処分

議案を付議する予定であります。 

当社は、今後も安定かつ継続的に配当を実施しうる利益体質の確立を目指してまいります。 
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２．修正の内容 

 年間配当金（円） 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 
（平成 30年３月 22日発表） 

0.00 0.00 0.00

今回修正予想 5.00 5.00 10.00

当期実績 

前期実績 
（平成 30 年１月期） 

0.00 0.00 0.00

（注）上記に記載した配当予想数値等は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する

一定の前提に基づいております。従って、実際の配当金は業況の変化等により、上記の予想数値

と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


